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○ 展示のねらい 

あじさいポップシリーズの初期育苗に、きらきら星共通用土を用いると生育のバラツキが大

きく品質が安定しないことから、育苗期の適切な管理方法（用土の窒素成分量）を検討する。 

展示内容 

 ポット上げ用土 備考 
供試区① 担当農家用土 

＋エコロング 413（14-11-13）（100 日）1.5g/L 
 

供試区② 担当農家用土 
＋エコロング 413（14-11-13）（100 日）3g/L 

共通用土と同等の窒

素成分量 
対照区 担当農家用土のみ 農家慣行 
※ 育苗期間中の肥培管理は、住友２号(10-5-8)：りん安(7-20)=1:1 を、2000 倍で１週間に

1､2 回(8/6～9/20)、1000 倍で 1日おき(9/20～10/20)。 

 

○ 主な成果 

 表１ 20 株中の枯死株数（R7.2.13 調査） 

 キ ャ ン

デ ィ ー

ポップ 

ス タ ー

ポップ 

ジ ュ エ

リ ー ポ

ップ 

供試区① １株 １株 １株 

供試区② １株※ ２株 ２株 

対照区 １株 ０株 ０株 

※ 分枝数１本の株が４株みられた        図１ 排出液中のアンモニア態窒素濃度 

 

・用土の窒素成分量は、供試区①が 390mg/L、供試区②が 600mg/L、対照区が 180mg/L、きらき

ら星共通用土が 621mg/L である。 

・定植時における枯死株数は、対照区がもっとも少なかった（表１）。 

・排出液中の硝酸態窒素、アンモニア態窒素、リン酸、カリウム濃度については、アンモニア

態窒素が処理区による差が最も大きく、生育への影響が示唆された。（図１）。 

○ 今後の方向性 

 ポップシリーズの育苗用土の窒素成分量は、きらきら星共通用土の 1/3 程度で生育が優れる

と考えられた。 

育苗用土の元肥量および追肥管理について検討する必要がある。 
 
 

あじさい新品種の安定生産技術の確立 
要約 

ポップシリーズにおいて、育苗用土の窒素成分量が 180mg/L（使用肥料：マグア

ンプ K）の場合、株の揃いや根張りがよく、生育中の枯死は少ないが、きらきら星

共通用土と同等の窒素成分量 600mg/L（使用肥料：マグアンプ K＋エコロング 413）

では、株の生育にバラツキが大きく、生育中の枯死や分枝数の減少がみられた。育

苗用土に含まれる窒素成分量は、180mg/L 程度が望ましいと考えられた。 
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